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【考察】IE群では他の脳症群と比較して中枢神経
系において高サイトカイン状態であることが確認さ
れ、髄液中のサイトカインと重症度との関連も示唆
された。また対象患者でNOxが高値を示す例が多
いことから、フリーラジカルはウイルスに関連した
急性脳症の診断指標となる可能性がある。
Pl－14．
感染性冠動脈瘤の診断に1111n白血球シンチが有
用であった菌血症
（総合診療科）
○小宮　英明、佐藤　昭裕、五十嵐　雅
　赤石　　雄、中村　　努、井村　博美
　原田　芳巳、平山　陽型、大滝　純司
（内科学第二）
　臼井　幹雄、宇野　美緒、小平　真理
　石山　泰三、山科　　章
（心臓外科）
　鷹合真太郎、高田　宗尚、山本　宜孝
　山口三次郎、牛島　輝明、渡邊　　剛
（壷焼臨床研修センター）
　吉益　　悠
【症例】62歳男性
【主訴】発熱
【既往歴】43歳より高血圧、脂質異常症、高尿酸
血症。56歳よりアルコール性肝障害、糖尿病。59
歳時に左下肢静脈瘤手術、61歳時に不安定狭心症（2
枝病変）にてCABG（LITA－LAD、　Ao－RA－OM）。
【現病歴】　2日前から食欲不振がみられ、受診当日
に400C台の発熱をきたし来院し、緊急入院となっ
た。
【入院時現症】　意識清明。体温38．8。C、血圧130／88
mmHg、脈拍102／分、整。翻歯多数。心雑音を聴取
せず、腹部は異常なし。
【検査結果】WBC　9，100／μ1、　ESR　IO3　mm／hr、　CRP
13．8　mg／dl。血液培養：Staphylococcus　aureus陽性。
【入院後経過】　未治療の齪歯が感染源と考えられ抗
生剤（ABPC／SBT）を投与した。解熱し血液培養か
ら菌は検出されなくなったがCRPは陰性化しない
ため、他に病巣があると考え精査した。胸腹骨盤腔
単純CTで明らかな異常なく、心臓超音波検査で弁
膜に疵贅は明らかでなかった。川ln白血球シンチを
施行したところ、齪歯の存在する上顎骨の他に左前
胸部に強い集積を認めた。胸部造影CTでは左心耳
周囲の心膜内側に膨隆があり、内部の冠動脈の一部
分に造影効果を有する結節性陰影をみた。冠動脈
CTではバイパス術後のLAD近位部に血管周囲を
覆う組織があり、CT値は心筋よりも高値であった。
これらは白血球シンチの集積部位に一致する病変
で、感染性冠動脈瘤と診断した。抗生剤加療を継続
し心臓MRIで定期的に評価したところ瘤は約4cm
に拡大したため冠動脈破裂の危険があると判断し、
冠動脈瘤切除術を行った。その後、炎症反応は陰性
となり退院となった。
【考案】通常の画像診断では感染源が不明だった菌
血症の症例で、1111n白血球シンチで冠動脈瘤の感染
が同定できた症例である。稀な感染源の精査に1111n
白血球シンチは有用であると示唆された。
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【目的】NKT細胞は初期感染防御において、その
下流にある免疫系を即座に活性化することで病原微
生物排除の一翼を担っている。本研究において我々
は、CDIdK．0．マウスを用い、インフルエンザウイ
ルス感染に対するNKT細胞の意義について検討を
行った。
【材料と方法】CDldK．0．（Balb／c　background）マウ
スおよびWild　type（WT）としてBalb／cマウスを使
用した。またインフルエンザウイルスはA／PR／8／34
（HIN1）株を用いた。生死判定のためマウスにウイ
ルスを経鼻感染させ系時的に観察を行った。NKT
細胞の有無によるウイルス排除能の相違を検討する
ため、BALF中のウイルスtiterおよびサイトカイン
量について測定を行った。ウイルス排除のメカニズ
ム相違を検討するため、NK細胞のYAC－1細胞に
対する細胞傷害作用、またin　vivo　killing　assayによ
り抗原特異的CD8＋T細胞の細胞傷害作用について
検討を行った。また感染防御に主要なサイトカイン
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と考えられるIFN一γ産生細胞同定のため抗体投与に
よる特定細胞の除去を行った。
【結果】　生死判定では100　pfU／mouse感染において
CDIdK．0．マウスはWTマウスと比較し生存率が有
意に減少した。またBALF中のウイルス排除も
CDldK．0．マウスでは有意に減弱した。　BALF中の
サイトカインを測定したところIFN一γ産生において
CDldK．O．マウスでは顕著な減少が認められた。そ
こでIFN一γの役割を検討するために中和抗体をWT
マウスに投与したところIsotype　control投与群と比
較しその生存率が有意に減少した。ウイルス感染後
のBALF中のNK細胞数、　CD8＋T細胞数増加にお
いてはCDIdK．0．マウス、　WTマウスに有意な差は
なかったが、NK細胞の細胞傷害作用、　CD8＋T細胞
の抗原特異的細胞傷害作用はCDIdK．0．マウスで有
意に減弱していた。また主要なIFN一γ産生細胞とし
てasialoGM　I℃D8＋細胞が同定された。
【考察】NKT細胞はインフルエンザウイルス感染
防御において重要な役割があることが示された。ま
たNKT細胞、もしくはその下流にある免疫担当細
胞が産生するIFN一γがインフルエンザウイルス感染
防御に重要であることが示唆された。
　本研究は平成22年度東京医科大学研究助成金の
援助を受けて遂行された。
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【目的・背景】　抗好中球細胞質抗体（antineutrophil
cytoplasmic　antibody：ANCA）関連血管炎における
ANCA産生機序は未だ明らかではない。内因性の
自己抗体獲得機序の一つとして、近年、腫瘍壊死因
子（TNF）スーパーファミリーに属する分子である
B－cell　activation　factor　belonging　to　the　TNF　family
（BAFF）およびa　proliferation　inducing　ligand（APRIL）
の関与が報告されている。本分子群は2リガンド4
受容体系を構成し、それによりB細胞応答が複雑
かつ精緻に調節されている。これらの分子が、非自
己反応性B細胞のBAFF受容体（BAFF－R）に作用
するとB細胞の生存と成熟がもたらされる一方、
自己反応性B細胞のBAFF－Rに作用するとB細胞
のnegative　selectionが生じる。しかしながら、自己
反応性B細胞のBAFF－Rに過剰なBAFFリガンド
が作用すると自己反応性B細胞が生存し、自己免
疫疾患が発症するという機序が報告されている。今
回、ANCA関連血管炎におけるBAFFならびに
APRILの関与を検討した。
【対象および方法】MPO－ANCA関連腎血管炎37症
例を対象として、初回治療開始前（活動期）、寛解
時（非活動期）、寛解中の細菌感染合併時（感染時）
の病期毎に、血清BAFF、　APRIL濃度をELISA法
にて測定し、非血管炎腎疾患（対照群）20症例と
八病期間で比較検討した。
【結果】MPO－ANCA関連血管炎における活動期の
血清BAFF濃度は4065．7土2189．7　pg／mlと、非活動
期1514．7土746．6　pg／ml、感染時1693．9土793．6　pg／ml、
ならびに対照群1342．5土733．O　pg／mlに比して、有意
な高値（全てP＜0．001）を示していた。一方で、活
動期の血清APRIL濃度は54．47士51。50　ng／mlと、対
照群13．92＋15．60　ng／mlに比して有意な高値
（P＜0．001）を示したものの、非活動期および感染時
に比して有意差を認めなかった。また、MPO－AN－
CA関連血管炎において、血清APRIL濃度とANCA
値との間には有意な相関関係は認めず、一方、血清
BAFF濃度とANCA値との間には有意な正の相関
関係（r－O．522、P＜0。0001）が認められた。血管炎
の活動性に関するROC曲線解析では、血清BAFF
値2，728．6　ng／mlをcut－off値とすると、特異度
90．0％、感度73，7％であり、血清CRP値（cut－off
値1．16mg／dl、特異度72．0％、感度84．2％）に比し
て特異性に優れていた。
【結論】ANCA関連腎血管炎において、血清BAFF
濃度は疾患活動性の指標として有用であり、過剰な
BAFFがANCA産生機序の一つとして関与してい
る可能性が示唆された。
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